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飛騨山脈の北半部中央を南から北へ流下
する黒部川の流域に産する花崗岩類には多
数の活動時期が確認されている (原山ほか, 
2010)．Ito et al. (2013) はLA-ICP-MS 
(Laser Ablation Inductively Coupled 
Plasma Mass Spectrometry) を用いてこの
地域に分布する花崗岩類のジルコンU-Pb年
代測定を行い，原山ほか (2010) で認識され
ている各岩体 (貫入ユニット) の活動時期を
区分し，特に10 Ma以降に少なくとも6回の
活動時期があることを示した．一方，山田 
(1999) は同花崗岩類のジルコンFT温度履歴
解析によって北アルプスの第四紀造山過程
解明を試みた．そこでは10 Maより若いFT
年代値を示す試料を同一の岩体として扱っ
ており，複数の岩体の貫入による二次加
熱・冷却と上昇削剥による冷却が明確に区
別できていない可能性がある．ここでは，
Ito et al. (2013) のU-Pb年代値に基づいて
原山ほか (2010) の各岩体の貫入関係を年代
学的に整理した．
ジュラ紀から第四紀までの異なる時期に

活動していたと思われる岩体からサンプル
を採取しジルコンU-Pb年代を得た (Ito et 
al., 2013：図1，一部未測定)．ユニット区
分は原山ほか (2010) による．このデータを
基にユニット区分を再整理した (図2)．その
方針としては，ジルコン晶出時期を示すと

考えられるU-Pb年代値を基本とし，年代値
の誤差 (2σ) 範囲で区別できないものは同
一年代ユニットとした．整理の結果，原山
ほか (2010) のG5ユニットが4つのユニット
に別れ，G60とG70，G90とG100がそれぞれ統
合され，花崗岩類は8ユニットから7ユニッ
トとなった．同一サンプルのFT年代値（例
えば，Yamada and Harayama, 1999）を
みると，ほとんどがU-Pb年代値よりもやや
若いか，後期に活動した近隣のユニットの
年代に集中する．これは，閉鎖温度が低い
FT年代は最終的な上昇削剥に伴って岩体が
閉鎖温度まで冷却した時期であるものの，
隣接する岩体の熱によって年代値が若返
り，後期の貫入イベントの時期を反映して
いると考えられる．
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図1．地質図とサンプル採取地点. ユニット区分は原山ほか (2010) による．各ユニットの短縮名
の添字は年代値の概数を示す．より詳細な記述はほかの文献を参照 (原山ほか, 1991, 2000; 
Wada et al., 2004など)．
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図2．花崗岩類のユニットごとの貫入関係．原山ほか (2010) による従来の区分 (a) と今回の年代学的整理
による区分 (b)．右は区分が変わった各ユニットに属する岩体．


